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研究成果の概要（和文）：本研究は、近現代都市における周縁的諸存在について、都市史・都市社会学・文化人類学な
どにわたる学際的アプローチを通じて、その解明を進めたものである。具体的には、日本の大阪、韓国の釜山・済州島
などの諸地域における都市下層住民の空間分布やその労働・居住・生活形態と社会的諸関係の実態を明らかにするとと
もに、移民史の視点から、済州島と大阪・生野を行き来する在日コリアンの生活史を個人レベルで明らかにした。
　以上の日韓比較・関係史をフランス・パリとも対比し、パリの旧市街周縁部や「郊外」における各時代の下層住民の
生活・居住形態とその社会的諸関係を分析するとともに、大阪・釜山などとの共通性と差異を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The present study advances research on marginal urban social groups in the modern 
and contemporary eras with an interdisciplinary approach that encompasses such fields as urban history, 
urban social studies, and anthropology. Specifically, it reveals the realities of the spacial 
distribution, modes of labor, living situation, lifestyle, and social relations of urban lower classes in 
Osaka, Japan and in Busan and Cheju Island, Korea. Additionally, it sheds light on the individual life 
histories of Korean migrants from Cheju Island to Ikuno in Osaka from the perspective of immigration 
history.
In addition to this comparative approach between Japan and Korea, this study also draws connections with 
French history. Along with an analysis of the lifestyle, living situation, and social relations of the 
lower classes of Paris’s urban periphery and “suburban” areas across different historical periods, we 
reveal the commonalities and differences between Paris, Osaka, and Busan.

研究分野： 日本史

キーワード： 都市下層　比較史　移民　都市社会史　都市社会学

  ３版



様 式 C-19、F-19、Z-19（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 研究の前提 
本研究は、研究参加者の、次のような研究
や研究交流の蓄積をふまえ、その接点で構想
された。 
 
①日韓の都市史・都市社会学の比較と交流 
伊地知・川野・佐賀は、これまで「都市周

縁研究会」を組織し、2011 年 2 月の大阪市
立大学・釜山大学校との国際シンポを担うな
ど、近代の都市下層社会、現代における貧困
問題、在日コリアンや済州島を結節点とする
日韓の地域間移動と移民問題などを主題に、
歴史・現在の双方にわたり、日本と韓国の比
較と交流の研究を進めてきた。 
 
②日本都市史における比較都市史研究 
 仁木は同じく大阪市立大学の学内競争的
資金による「重点研究」の下で組織した「関
西比較中世都市研究会」を通じて西欧・アジ
ア・日本の中世都市の比較研究、塚田は、自
身が代表をつとめる「近世大坂研究会」（科
研・基盤研究(B)）で貧困と救済、都市周縁身
分の日本・西欧・アジアの比較史に、それぞ
れ取り組んできた。 
 
③都市社会学における日仏の現代都市の比較 
川野は、自身の研究でフランス現代都市に

おける都市周辺部（「郊外」）の貧困問題・コ
ミュニティ形成の検討や、大阪におけるホー
ムレス調査などを通じて、現代都市下層の実
態調査に取り組み、日仏の比較研究を進めて
きた。 
 
 本研究では、以上の要素を結合し、日本と
韓国、フランスの諸都市を対象に、都市周縁
の歴史と現在を比較史的に、また歴史と現在
にまたがって共同で分析した。 
具体的には、上記の蓄積を前提に、(1) 韓

国の主に釜山をフィールドとした都市史・現
代都市研究との比較・交流、(2) フランスに
おけるパリとその周辺の現代貧困問題研究、
都市社会史分野における日仏都市史の方法
論の比較研究、(3)三国における都市史・現代
都市調査の方法の対照・交流にもとづく、歴
史・現代を貫く都市社会調査・方法論の融
合・深化などに取り組んだ。 
その際、韓国については、交流の実績があ
る釜山大学校、フランスについては、川野、
塚田がパイプを持つフランス国立社会科学
高等研究院を連携先として共同研究を組織
しつつ、国際的な研究交流を進めた。 
 
(2) 研究意義 
日韓の都市比較史や地域間移動、移民問題

については一定の研究蓄積があるが、都市内
部の社会構造を本格的に分析した研究は少
なく、蓄積のある在日コリアン研究と、都市
社会構造分析を接合する必要がある。韓国で
も都市史研究が急速に進展しつつあるが、そ
の蓄積は十分とはいえず、前近代～近現代を
通じて、都市内外の地域社会構造をていねい
に分析する作業を積み重ねる必要がある。 

その際、注目されるのは東京大学の吉田伸
之・伊藤毅らの研究グループ「とらっど３」
が進めてきた日仏の都市比較史である。ここ
では、都市社会に存在する具体的な事象（例
えば下層民、貧困と救済問題、様々な生業な
ど）の共通性と差異を、史料分析方法の対
比・交流も含め、微細なレベルで比較するこ
とを通じて、所有を基礎にした社会的諸関係
の復元と比較研究を進める方法（「細部から
深層へ」）が実践されている。巨大都市であ
るパリと江戸、地方城下町であるシャルルヴ
ィルと飯田などを素材として、比較研究が深
められつつある。 
 本研究は、こうした視点をふまえ、都市の
周縁的な問題（都市下層と貧困、性売買問題
など）を素材に、共同と接触・対照を進め、
歴史と現代を貫く都市社会の調査・方法論の
構築を目ざすこととした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、「細部から深層へ」という社会

構造をふまえた比較史の視角と、在日コリア
ン研究や現代都市貧困論などの視点や成果
をふまえて、都市の周縁的な問題（都市下層
と貧困、性売買問題など）に分析をくわえ、
歴史と現代を貫く社会科学的方法の発展を
目ざしたものである。 
その際、日仏といった二項対比型の比較研

究ではなく、日本との間に歴史的共通性と直
接的連関を持つ韓国をも研究対象に組み込
むことで、比較史と関係論の双方をふまえた
日仏韓の新たな比較研究を目指した。 
すなわち、(1) 都市下層や貧困問題を代表

とする「都市の周縁」を具体的テーマに設定
し、(2) 歴史と現代を貫いて分析対象に据え、
歴史学と社会学の方法的接合もはかりつつ、
(3) 日仏韓の比較という形で参照対象を多極
化し、資料論・調査論のレベルまで踏み込ん
だ方法的交流と新しい方法論の構築をはか
ること、以上を目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究は、以下の研究活動を主軸・副軸と

する形で展開された。 
(1) 主軸としたのは、以下の二つを内容とす
る三国共同の学祭交流・共同研究である。 
①シンポジウム（研究成果の対照・比較研究） 
②資料分析ワークショップ（分析対象資料と
それへのアプローチの比較） 

③共同調査（調査方法論の接触・交流） 
(2) 副軸として、中心軸を支えるための日本
国内における二つの研究活動を行った。 
①基礎的な調査研究（都市史の資料調査、現
代貧困問題調査、在日コリアン調査など） 

②歴史学・社会学の方法的交流・接合（「都
市周縁研究会」をベースとした共同研究） 

 
４．研究成果 
本研究は、近現代都市における周縁的諸存

在について、都市史・都市社会学・文化人類



学などにわたる学際的アプローチを通じて、
その解明を進めたものである。具体的には、
日本の大阪、韓国の釜山・済州島などの諸地
域における都市下層住民の空間分布やその
労働・居住・生活形態と社会的諸関係の実態
を明らかにするとともに、移民史の視点から、
済州島と大阪・生野を行き来する在日コリア
ンの生活史を個人レベルで明らかにした。 
 3 年間の研究期間において、共同研究のベ
ースとなる都市周縁研究会を通算 8回開催し
た。2013～14 年度は、社会学・歴史学諸分
野における都市貧困問題に関わる成果の書
評やパリでのセミナーの準備研究会を軸と
して開催、2015 年度は、釜山大学校韓国民
族文化研究所との共同研究の一環として、研
究報告を主体に開催した。国際共同シンポジ
ウムもしくはワークショップ、セミナー等を
通算で 6 回開催した。このうち、大きな柱と
なったのは、第一に釜山大学校との共同企画
であり、2013 年度の前近代史を中心とした
国際シンポ、2014 年度のワークショップを
経て、2015 年度には、3 回にわたる共同研究
会ないしは国際シンポを開催し、「都市と共
生」をテーマに都市周縁を中核とした都市社
会問題を歴史－現代を貫通する多角的な視
点から検討した。2015 年度以降の共同研究
成果については、2017 年 5 月に釜山大学校
との共著本の刊行が予定されている。第二は、
フランス国立社会科学高等研究院との共同
企画として 2015 年 3 月にパリで開催した国
際セミナー「日仏都市における社会的降格：
歴史学と社会学の視点の交差」である。本セ
ミナーは、フランスの第一線の歴史学者・社
会学者と本共同研究のメンバーが一同に会
して、日仏および韓国における都市周縁の問
題を論じ合ったものである。本セミナーの成
果は、私家版の国際セミナー報告集として日
仏両言語で取りまとめたが、フランス側執筆
者への配慮もあり、公表は保留している。将
来的には何らかの形でその成果を世に問い
たい。なお、本セミナーのうち、近代大阪の
都市史に関わる複数の報告については、フラ
ンスの都市史研究雑誌「Histoire Urbaine」
の近代大阪における都市周縁に関する特集
企画として 2017 年に掲載の予定である。 
 以上の取り組みを通じて、本研究では、日
韓比較・関係史をフランス・パリとも対比し、
パリの旧市街周縁部や「郊外」における各時
代の下層住民の生活・居住形態とその社会的
諸関係を分析するとともに、大阪・釜山など
との共通性と差異を明らかにした。調査論レ
ベルでの、都市史と都市社会学との接合につ
いては、文字通り挑戦的な取り組みとなった
が、方法的融合の域には依然、容易には達し
ておらず、方法的接触の意識的な継続が、今
後も関係者の課題となる。 
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